
自己点検・評価報告書
令和 4年度 数理・データ科学・AI 教育プログラム

1 評価体制について

　鳴門教育大学・学校教育学部教務委員会は、「教育課程の編成及びその実施」、「内部質保証」に関す
る事項を取り扱うこととしており、本プログラムの推進について議論・評価を行う。

2 学内からの視点

2.1 プログラムの履修・修得状況

　令和 4年度は全 1 年次生 111名が履修し、108名が修了した。本学の収容定員が 400 名であること
から、令和 3年度の修了生 114名と合わせて履修率は 222名 / 400名 = 55.5% である。

2.2 学修成果・学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度

　本プログラムを構成する講義「基礎情報教育」において、「数理・データ科学・AI 教育プログラム」
に関する主要パートが終了した時点で、学生の自由記述による授業評価アンケートを実施した。まず
図 1は「講義の良かった点」についてのコメントから生成した共起ネットワークである。「データ分析」
活動や「問を立てる」活動などが良かった点として挙げられており、さらに「今後役立つ・使える」と
いう意見があることが分かる。これらの意見は、まさに本講義を通して伝えたい事柄であり、講義の
目的はある程度達成されていると判断できる。

図 1　講義の良かった点: 受講生に対する自由記述アンケートを基に作成.
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図 2　講義の改善すべき点: 受講生に対する自由記述アンケートを基に作成.

一方、「講義の改善すべき点」についてのコメントから生成した共起ネットワークを図 2に示した。
この結果から、「活動時間をもう少し確保して欲しい」という意見や、「内容が難しい」という意見が
見られる。活動時間については、内容の一部を事前課題にすることなどにより対応したい。また、内
容の難易度については、講義内容から重要なものを精選することで、「難易度は高いが重要である部
分」により時間を割けるようにしたい。

2.3 学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度および全学的な履修者数、履修率
向上に向けた計画の達成・進捗状況

　本プログラムを構成する授業科目「基礎情報教育」は、1年次の必修科目であることから、「後輩等
他の学生への推奨度」および「履修状況」は自己点検・評価の対象外とした。

3 学外からの視点

3.1 教育プログラム修了者の進路・活躍状況、企業等の評価

　令和 5年 3月の時点で、本プログラムを修了した卒業生はいない。令和 7年度以降の卒業生調査に
おいて、本教育プログラムを修了した卒業生の進路先や活躍状況の把握が可能である。

3.2 産業界からの視点を含めた、教育プログラム内容・手法等への意見

　鳴門教育大学大学院には現職の学校教員が所属しており、本プログラムのデータ科学に関する講義・
演習部分についての意見を大学院生から収集した。その結果、「主体的に考える活動が多い」点が評価
できる一方で「高等学校における数学と情報の教科横断的な連携について知りたい」という意見など
があった。今後、改善を検討したい。
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4 改善・進化に向けた取組

4.1 数理・データサイエンス・AI を「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させること

　本プログラムを構成する授業科目「基礎情報教育」の授業担当者間で、学生アンケートや学校現場
からの意見を共有し、学校教育の観点から「数理・データサイエンス・AI 等を学ぶことの意義」を理
解できるよう、講義内容と実施方法の見直しを検討した。特に、教育関係のデータをより多く取り入
れるべきとの意見があり、次年度以降、教育関係データの割合を増やすことを検討している。

4.2 内容・水準を維持・向上しつつ、「分かりやすい」授業とすること

　内容・水準を維持・向上しつつ「分かりやすい」授業とするために、より身近に感じられたり、将
来教員になった際に活用できると感じられるような内容に改善することを検討してきた。そのために、
香川大学が主催する「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム四国ブロックシンポ
ジウム」に参加するなど、情報収集に努めてきた。しかし、産業界からの視点や意見についての情報
収集はいまだ不十分であり、次年度以降さらに改善を進めたい。
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